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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧が、表示され得る全階調において正極と負極とでは非対称の値となるよう
に駆動する実効電圧制御部を備えていると共に、
　上記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される実効電
圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらしており、
　上記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を正極側へのシフトと負極側への
シフトとに交互に切り替えるときには、赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の単色も含めた全
面黒表示、全面白表示、全面グレー表示、又は静止画のいずれかの表示中に行うことを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記実効電圧制御部は、前記画素に印加される同一階調に対する上記実効電圧において
、上記画素に印加される負極の上記実効電圧が上記画素に印加される正極の上記実効電圧
よりも高くなるように、前記対向電極電圧を、上記画素に印加される同一階調に対する上
記実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上正極側にずらしているこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
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　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧が、最大の上記実効電圧の値の半分よりも小さい第１設定実効電圧値以下
において正極と負極とでは非対称の値となるように駆動する実効電圧制御部を備えている
と共に、
　上記実効電圧制御部は、上記非対称領域では、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画
素に印加される上記実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらし
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記実効電圧制御部は、
　前記第１設定実効電圧値よりも高電圧側においても対向電極と画素電極との間の画素に
印加される同一階調に対する上記実効電圧を、正極と負極とでは非対称の値となるように
駆動すると共に、
　前記第１設定実効電圧値よりも高電圧側では、非対称性を小さくしていることを特徴と
する請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧を、上記画素に印加される上記実効電圧が最も低くなる階調値において正
極と負極とでは０．３Ｖ以上の非対称に設定して駆動する実効電圧制御部を備えていると
共に、
　上記実効電圧制御部は、上記実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値に
なるに伴って非対称性を小さくしていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　前記実効電圧制御部は、前記実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の第２設定
実効電圧値に向けて非対称性を小さくしていることを特徴とする請求項５に記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも高電圧側では、上記画素に印加
される上記実効電圧が正極と負極とで対称となるようにしていることを特徴とする請求項
６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも高電圧側でありかつ最大の上記
実効電圧の半分よりも大きい第３設定実効電圧値から最大の上記実効電圧の値まで、上記
画素に印加される実効電圧が正極と負極とで非対称が大きくなるようにしていることを特
徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも高電圧側でありかつ最大の上記
実効電圧の半分よりも大きい第３設定実効電圧値から最大の上記実効電圧の値まで、上記
画素に印加される上記実効電圧が正極と負極とで非対称が大きくなるようにしていること
を特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記実効電圧制御部は、
　前記第２設定実効電圧値よりも高電圧側の第４設定実効電圧値では、対称軸を逆極性側
にシフトした状態で上記画素に印加される上記実効電圧が正極と負極とで非対称としてい
ると共に、
　上記第４設定実効電圧値よりも高電圧側では非対称性を小さくしていることを特徴とす
る請求項６に記載の液晶表示装置。



(3) JP 5020944 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

【請求項１１】
　前記実効電圧制御部は、
　ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度約５％以下又は透過率の約５％
以下となる上記実効電圧の範囲において画素に印加される上記実効電圧を非対称にしてい
る一方、
　ノーマリホワイトモードの場合においては、白表示輝度約９５％以上又は透過率の約９
５％以上となる上記実効電圧の範囲において、画素に印加される上記実効電圧を非対称に
していることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記実効電圧制御部は、
　前記画素に印加される上記実効電圧が非対称領域においては、正極と負極との交互の極
性反転駆動に代えて、一部の画素電圧領域では、同極性のみの駆動となるようにしている
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記実効電圧制御部は、
　対向電極電圧又はソース電圧を、画素に印加される上記実効電圧が対称となる電圧値を
中心に、複数フレーム又は複数フイールド毎に、一部の画素電圧領域において、正極側へ
と負極側へと交互に０．３Ｖ以上ずれる設定としていることを特徴とする請求項１～９の
いずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記実効電圧制御部は、
　対向電極電圧又はソース電圧を、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するとき
に、正極側へのシフトと負極側へのシフトとを一定の周期で交互に切り替えることを特徴
とする請求項１、３又は５に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記実効電圧制御部は、
　対向電極電圧又はソース電圧を、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するとき
に、液晶表示パネルへの電源投入時に合わせて、正極側へのシフトと負極側へのシフトと
をランダム又は交互に切り替えることを特徴とする請求項１、３又は５に記載の液晶表示
装置。
【請求項１６】
　前記実効電圧制御部は、
　対向電極電圧又はソース電圧を、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するとき
に、約１時間～１０日間の周期で、正極側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り
替えることを特徴とする請求項１、３又は５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記実効電圧制御部は、
　液晶表示パネルの画素電極基板と対向基板との１対の基板間における画素内の液晶に電
圧を印加することを特徴とする請求項１、３又は５に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置の駆動方法であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧が、表示され得る全階調において正極と負極とでは非対称の値となるよう
に駆動すると共に、
　対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される上記実効電圧が正極と負極とで
対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらし、
　対向電極電圧又はソース電圧を正極側へのシフトと負極側へのシフトとに交互に切り替
えるときには、赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の単色も含めた全面黒表示、全面白表示、
全面グレー表示、又は静止画のいずれかの表示中に行うことを特徴とする液晶表示装置の
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駆動方法。
【請求項１９】
　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置の駆動方法であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧が、最大の上記実効電圧の半分よりも小さい第１設定実効電圧値以下にお
いて正極と負極とでは非対称の値となるように駆動すると共に、
　上記非対称領域では、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される上記実効
電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらすことを特徴とする液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動さ
れる液晶表示装置の駆動方法であって、
　対向電極と画素電極との間の画素に印加され、同一階調に対して実際に印加される電圧
である実効電圧を、上記画素に印加される実効電圧が最も低くなる階調値において正極と
負極とでは０．３Ｖ以上の非対称に設定して駆動すると共に、
　上記実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値になるに伴って非対称性を
小さくすることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性
反転駆動される液晶表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶ディスプレイでは、図１５（ａ）に示すように、黒表示内の一部に白表示が
存在する定形のパターンを長時間表示した後に、例えば全面中間調に表示を切り替えると
、図１５（ｂ）に示すように、白四角のエッジの境界にシミが発生し、焼き付きとなって
残るので、表示品位を損ねるという問題があった。なお、図１５（ｂ）は、表示を切り替
えた初期の段階を示すものであり、白四角の一辺のみに焼き付きが発生している状態を示
しているが、長時間経過すると、四辺全てに焼き付きが発生する。
【０００３】
　ここで、焼き付きの問題に対して、例えば、特許文献１では、図１６に示すように、対
向電極電位が画素中心電位となるように調整する構成が開示されている。すなわち、対向
電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動されてい
る。したがって、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電
圧が、正極と負極とでは同じ値であり、この結果、対向電極電圧を中心として対称の値と
なっている。このような駆動は、表示され得る全階調において行われている。
【０００４】
　一方、焼き付きの問題に対して、例えば、特許文献２では、直流成分を除去する構成が
記載されている。
【特許文献１】特開平５－１６５４３１号公報（１９９３年７月２日公開）
【特許文献２】特開２００２－２５１１７０号公報（２００２年９月６日公開）
【０００５】
　しかしながら、上記従来の液晶表示装置及びその駆動方法は、面焼き付きの問題を解消
するものであり、定形パターンを長時間表示した後に中間調に表示を切り替えたときに発
生するエッジ焼き付きを解消できるものではないという問題点を有している。
【０００６】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、定形パターン
を長時間表示した後に中間調に表示を切り替えたときに発生するエッジ焼き付きを解消し
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得る液晶表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【発明の開示】
【０００７】
　本発明者らは、上記問題について、鋭意、様々な検討を行った結果、本現象は表示パネ
ル内に存在する不純物が、例えばノーマリブラックモードにおける黒表示において横方向
に移動し、白表示の境界で蓄積されて発生することを確認し、本発明を見出した。
【０００８】
　すなわち、例えば黒表示の際の画素に印加される電圧が低いと、セル厚（縦）方向の電
界が弱いために、不純物が横方向に移動し易くなり、電界が強い白表示との境界において
、エッジ焼き付きになると考えられる。なお、ノーマリホワイトの場合には、白表示の際
の画素に印加される電圧が低くなり、表示パネル内の不純物が白表示において横方向に移
動し、黒表示の境界で蓄積されエッジ焼き付きになると考えられる。
【０００９】
　そのため、画素に印加される電圧を上げることによって、セル厚方向の電界が強くなる
ため、不純物が横方向に移動し難くなり、エッジ焼き付きが発生し難くなっていくと考え
られる。
【００１０】
　そこで、本発明の液晶表示装置は、上記の目的を達成するために、対向電極と画素電極
との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示装置であ
って、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧が、表示
され得る全階調において正極と負極とでは非対称の値となるように駆動する実効電圧制御
部を備えていると共に、上記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画
素に印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらしてい
ることを特徴としている。
【００１１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記の目的を達成するために、対向電極と
画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示
装置の駆動方法であって、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対す
る実効電圧が、表示され得る全階調において正極と負極とでは非対称の値となるように駆
動すると共に、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される実効電圧が正極と
負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらすことを特徴としている。
【００１２】
　なお、本発明において、実効電圧とは、印加電圧がゲートバスラインの電位変化の影響
を受けた後に、画素に実際に印加される電圧をいう。具体的には、例えばＴＦＴ（Thin F
ilm Transistor：薄膜トランジスタ）において、回路及びソースドライバから画素電極に
対して出力される電圧、すなわち印加電圧は、画素と寄生容量を形成しているゲートバス
ラインの電圧変化の影響を受ける。そして、この電圧変化の影響を受けた電圧が、画素に
実際に印加される実効電圧となる。
【００１３】
　よって、本発明において、「正極と負極とで画素に対称に実効電圧が印加されている」
とは、フリッカ（正極と負極とにおける画素への実効電圧の差によるちらつき）の発生が
最小になっている、又は、輝度若しくは透過率が（ノーマリブラックの場合に）最小若し
くは（ノーマリホワイトの場合に）最大になっていることを意味する。
【００１４】
　上記発明によれば、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実
効電圧が、表示され得る全階調において正極と負極とでは非対称の値となるように駆動す
る。
【００１５】
　これにより、例えばノーマリブラックモードにおける黒表示において画素に印加される
電圧が従来よりも高くなるので、セル厚（縦）方向の電界が強くなる。この結果、表示パ
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ネル内に存在する不純物が横方向に移動するのを防止できるので、エッジ焼き付きが発生
し難くなる。なお、ノーマリホワイトの場合には、印加電圧の低い白表示において、画素
に印加される電圧が従来よりも高くなるので、ノーマリブラックの場合と同様、エッジ焼
き付きが発生し難くなる。
【００１６】
　また、エッジ焼き付きが発生し難くなるシフト量は、実験によると、０．３Ｖ以上であ
った。したがって、本発明では、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される
実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらすことによって、確実
にエッジ焼き付きが発生し難くなる（図４参照）。
【００１７】
　この結果、定形パターンを長時間表示した後に中間調に表示を切り替えたときに発生す
るエッジ焼き付きを解消し得る液晶表示装置及びその駆動方法を提供することができる。
【００１８】
　また、本発明の液晶表示装置は、上記の目的を達成するために、対向電極と画素電極と
の間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示装置であっ
て、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧が、最大実
効電圧の半分よりも小さい第１設定実効電圧値以下において正極と負極とでは非対称の値
となるように駆動する実効電圧制御部を備えていると共に、上記実効電圧制御部は、上記
非対称領域では、対向電極電圧又はソース電圧を、上記画素に印加される実効電圧が正極
と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらしていることを特徴としている。
【００１９】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記の目的を達成するために、対向電極と
画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示
装置の駆動方法であって、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対す
る実効電圧が、最大実効電圧の半分よりも小さい第１設定実効電圧値以下において正極と
負極とでは非対称の値となるように駆動すると共に、上記非対称領域では、対向電極電圧
又はソース電圧を、上記画素に印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧より
も０．３Ｖ以上ずらすことを特徴としている。
【００２０】
　上記発明によれば、最大実効電圧の半分よりも小さい第１設定実効電圧値以下において
正極と負極とでは非対称の値となるように駆動する。したがって、例えばノーマリブラッ
クモードにおける黒表示において画素に印加される電圧が従来よりも高くなるので、セル
厚（縦）方向の電界が強くなる。この結果、表示パネル内に存在する不純物が横方向に移
動するのを防止できるので、エッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００２１】
　また、本発明の液晶表示装置は、上記の目的を達成するために、対向電極と画素電極と
の間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示装置であっ
て、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧を、上記画
素に印加される実効電圧が最も低くなる階調値において正極と負極とでは０．３Ｖ以上の
非対称に設定して駆動する実効電圧制御部を備えていると共に、上記実効電圧制御部は、
上記実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値になるに伴って非対称性を小
さくしていることを特徴としている。
【００２２】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記の目的を達成するために、対向電極と
画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性反転駆動される液晶表示
装置の駆動方法であって、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対す
る実効電圧を、上記画素に印加される実効電圧が最も低くなる階調値において正極と負極
とでは０．３Ｖ以上の非対称に設定して駆動すると共に、上記実効電圧が最も低くなる階
調値よりも高電圧側の階調値になるに伴って非対称性を小さくすることを特徴としている
。



(7) JP 5020944 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

【００２３】
　上記発明によれば、画素に印加される実効電圧が最も低くなる階調値において正極と負
極とでは０．３Ｖ以上の非対称に設定して駆動する。これにより、例えばノーマリブラッ
クモードにおける黒表示において画素に印加される電圧が従来よりも高くなるので、セル
厚（縦）方向の電界が強くなる。この結果、表示パネル内に存在する不純物が横方向に移
動するのを防止できるので、エッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００２４】
　また、本発明では、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値になるに伴
って非対称性を小さくする。したがって、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側
では、非対称性を小さくすることによって、階調と実効電圧との関係を従来と同じ関係に
近づけることができる。
【００２５】
　本発明のさらに他の目的、特徴、及び優れた点は、以下に示す記載によって十分わかる
であろう。また、本発明の利益は、添付図面を参照した次の説明で明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１（ａ）】本発明における液晶表示装置の実施の一形態を示すものであり、対向電極
と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧が、正極と負極とでは非
対称の値となる駆動を示す波形図である。
【図１（ｂ）】上記実効電圧の非対称が、表示され得る全階調の範囲となっていることを
示すグラフである。
【図２】上記液晶表示装置における全体構成を示すブロック図である。
【図３】上記液晶表示装置の画素の構成（補助容量は省略）を示す等価回路図である。
【図４】上記液晶表示装置における、対向電極電圧の最適値からのズレ量に対するエッジ
焼き付き発生時間を示すグラフである。
【図５】黒輝度の変化と対向電極の電圧との関係を示すグラフである。
【図６】対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧を、正
極と負極とでは非対称の値とするためのラダー抵抗を示す回路図である。
【図７（ａ）】画素に印加される実効電圧を、第１設定電圧まで、正極と負極とでは非対
称の値とし、以降、非対称性を小さくする構成を示す波形図である。
【図７（ｂ）】図７（ａ）に示す実効電圧が、低電圧側でずれが大きく、かつ高低電圧側
でもずれている構成を示す波形図である。
【図８（ａ）】画素に印加される実効電圧を、最小階調値に最大の非対称の値とし、以降
、非対称性を小さくする構成を示す波形図である。
【図８（ｂ）】図８（ａ）に示す実効電圧が、低電圧側でずれが大きく、かつ高低電圧側
でもずれている構成を示す波形図である。
【図９（ａ）】画素に印加される実効電圧を、最小階調値に最大の非対称の値とし、以降
、第２設定電圧まで、非対称性を小さくする構成を示す波形図である。
【図９（ｂ）】図９（ａ）に示す実効電圧が、低電圧側でずれが大きく、かつ高低電圧側
になるに従いずれが小さくなる構成を示す波形図である。
【図１０（ａ）】画素に印加される実効電圧を、低電圧側と高低電圧側との両方とも非対
称性とする構成を示す波形図である。
【図１０（ｂ）】図１０（ａ）に示す実効電圧を平行移動して全体的にずれている構成を
示す波形図である。
【図１１】画素に印加される実効電圧を、最小階調値に最大の非対称の値とし、かつ、第
２設定電圧まで、非対称性を小さくし、さらに、第４設定実効電圧値では、対称軸を逆極
性側にシフトし、以降、高電圧側では非対称性を小さくする構成を示す波形図である。
【図１２】画素に印加される実効電圧の非対称領域において、同極性のみの駆動となる構
成を示す波形図である。
【図１３（ａ）】画素に印加される実効電圧の非対称領域において、対向電極電圧を正極
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側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替える駆動を示す波形図である。
【図１３（ｂ）】図１３（ａ）に示す対向電極電圧よりもシフト量が大きく、同極性とな
るように切り替える駆動を示す波形図である。
【図１４（ａ）】画素に印加される実効電圧の非対称領域において、ソース電圧を正極側
へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替える駆動を示す波形図である。
【図１４（ｂ）】図１４（ａ）に示すソース電圧よりもシフト量が大きく、同極性となる
ように切り替える駆動を示す波形図である。
【図１５】（ａ）は黒表示内の一部に白表示が存在する定形のパターンを表示した状態を
示す平面図であり、（ｂ）は該定形のパターンを長時間表示した後に、全面中間調に表示
を切り替えたときに残るエッジ焼き付きを示す平面図である。
【図１６】従来の画素に印加される対称性を有する実効電圧を示す波形図である。
【図１７】（ａ）は、垂直配向規制力が強い場合において、対向電極電圧を最適値からず
らした構成における、黒表示内の一部に白表示が存在する定形のパターンを表示した状態
を示す平面図であり、（ｂ）は該定形のパターンを長時間表示した後に、全面中間調に表
示を切り替えたときに残る面焼き付きを示す平面図である。
【図１８】（ａ）は、垂直配向規制力が弱い場合において、対向電極電圧を最適値からず
らした構成における、黒表示内の一部に白表示が存在する定形のパターンを表示した状態
を示す平面図であり、（ｂ）は該定形のパターンを長時間表示した後に、全面中間調に表
示を切り替えたときに残る面焼き付きを示す平面図である。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　　液晶表示パネル
　　４　　ソース信号発生部
　　４ｅ　ラダー抵抗
　　５　　対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路
　　６　　制御部
　　７　　画素電極基板
　　８　　対向基板
　１２　　画素電極
　１３　　対向電極
　１４　　液晶
　Ｐ　　　画素
　Ｖ１　　第１設定実効電圧値
　Ｖ２　　第２設定実効電圧値
　Ｖ３　　第３設定実効電圧値
　Ｖ４　　第４設定実効電圧値
　Ｖｃｏｍ　対向電極電圧
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明の一実施形態について図面に基づいて説明すれば、以下の通りである。
【００２９】
　本実施の形態の液晶表示装置は、図２に示すように、液晶表示パネル１と、走査線駆動
回路２と、信号線駆動回路３と、ソース信号発生部４と、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回
路５と、制御部６とを備えている。
【００３０】
　液晶表示パネル１は、画素電極基板７と、これと平行に対向して設けられた対向基板８
と、両基板７・８との間に充填された図示しない液晶とを有している。画素電極基板７上
には、互いに交差する複数の走査線Ｇ（０）…Ｇ（Ｊ）、及び複数の信号線Ｓ（０）…Ｓ
（Ｉ）と、マトリクス状に配置された画素Ｐ…とが設けられている。
【００３１】
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　画素Ｐは、図３に示すように、隣接する２本の走査線Ｇ（ｊ）・Ｇ（ｊ－１）と隣接す
る２本の信号線Ｓ（ｉ）・Ｓ（ｉ＋１）とで包囲された領域に形成される。この画素Ｐは
、スイッチング素子であるＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）１１と、
液晶容量ＣＬＣとによって構成される。ＴＦＴ１１は、ゲートが走査線Ｇ（ｊ）に接続さ
れ、ソース信号が信号線Ｓ（ｉ）に接続される。液晶容量ＣＬＣは、ＴＦＴ１１に接続さ
れる画素電極１２と、これに対向する対向電極１３と、両電極１２・１３間に挟持される
液晶１４とからなっている。対向電極１３は、全画素Ｐ…に共通となるように対向基板８
上に設けられている。
【００３２】
　このような画素Ｐにおいて、画素電極１２は、ＴＦＴ１１のドレイン及びソースを介し
て信号線Ｓ（ｉ）と接続され、ＴＦＴ１１のゲートが走査線Ｇ（ｊ）に接続されている。
また、対向電極１３は、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５から出力される対向電極電圧
Ｖｃｏｍが印加されている。これによって、ＴＦＴ１１がＯＮしている期間に信号線Ｓ（
ｉ）から与えられたソース信号Ｖｓの信号電圧と対向電極電圧Ｖｃｏｍとの差が液晶容量
ＣＬＣに印加されると、液晶の透過率又は反射率が変調され、画素Ｐ…に入力画像データ
に応じた画像が表示される。また、各画素Ｐでは、液晶容量ＣＬＣに蓄積された電荷が一
定期間保持されるので、ＴＦＴ１１がＯＦＦしても画像の表示がそれに応じて維持される
。
【００３３】
　次に、対向電極及びソース電圧の切り替え例を示す。
【００３４】
　通常、所定階調に対応して、ソース電圧を固定にしている。例えば、図６においては、
０階調の高電圧を８．５Ｖと設定すると共に、０階調の低電圧を７．５Ｖと設定している
。また、対向電極電圧については、ゲート電極における電圧変動により生じる引き込み電
圧、例えば０．５Ｖを考慮して、７．５Ｖに固定にしている。このような構成により、実
質的に画素に印加される電圧は、ゲート電極での電圧変動を受け、高電圧側では８．０Ｖ
，低電圧側では７．０Ｖとなり、画素には対向電極の電圧を中心にプラス０．５Ｖ、及び
マイナス０．５Ｖが実効的に印加されるようになっている。
【００３５】
　本実施の形態では、対向電極の電圧を最適値からずらし、このずらし量（例えば、１Ｖ
）を＋１Ｖと－１Ｖとに切り替えを行うことにより、さらに面焼付きの軽減を図る。これ
は、ソース電圧に関しても同様である。面焼き付きとは、例えばノーマリブラックにおい
て、図１５（ａ）の状態を長時間表示した後に、中間調に表示を切り替えた際に、黒表示
が元の領域で明るく残る現象である。
【００３６】
　なお、光配向等の垂直配向規制力が弱いノーマリブラックの場合には、電圧を印加した
際の液晶分子のチルト（傾き）に起因する面焼き付き（明るさ）を、黒表示における対向
電極電圧の最適値からのズレに起因する面焼き付き（明るさ）が相殺することがあるため
、この場合には、上記ずらし量の切り替えは不要となる。具体的には、図１７（ａ）及び
図１７（ｂ）に示すように、通常、ノーマリブラックにおいて垂直配向規制力が強い場合
は、対向電極の電圧を最適値からずらすと、中間調に表示を切り替えた際に黒表示が明る
く鮮明に残る。ところが、垂直配向規制力が弱い場合には、白表示部において液晶分子の
チルトが戻らないことにより明るくなることと、黒表示部において対向電極電圧による焼
き付きで明るくなることとから、中間調に表示を切り替えた際に黒表示がぼやける。その
ため、垂直配向規制力が弱い場合に対向電極の電圧を最適値からずらすだけで、図１８（
ａ）及び図１８（ｂ）に示すように、面焼き付きを解消することができる。
【００３７】
　具体的な切り替え周期に関しては、制御部６にｎフレーム経過したことをカウントする
カウンタを設け、ｎフレームとなった時点で、所定のソース電圧または対向電極電圧を切
り替えることを行う。また、カウンタ以外にも、電源の立ち上がり時点で対向電極電圧を
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切り替えることもある。
【００３８】
　ところで、上記液晶表示装置において、例えば、従来の説明図である図１５に示すよう
に、対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効電圧が、正極と
負極とで同じであり、対向電極電圧を中心として対称の値としたのでは、黒表示の画素に
印加される電圧が、正極及び負極ともに低いため、この定形パターンを長時間表示した後
に、中間調に表示を切り替えたときにエッジ焼き付きが発生する。この場合、輝度が最小
となるとき、すなわち０階調の画素に印加される電圧は、例えば±０．５Ｖとなっている
。
【００３９】
　この問題について検討を行った結果、本現象は液晶表示パネル１内に存在する不純物が
黒表示において一定方向に移動し、白表示の境界で蓄積されて発生することが推定できる
。すなわち、画素Ｐに印加される電圧が低いと、セル厚（縦）方向の電界が弱いために、
不純物が横方向に移動し易くなり、電界が強い白表示との境界において、エッジ焼き付き
になると考えられる。そのため、画素Ｐに印加される電圧を上げることによって、セル厚
方向の電界が強くなるため、不純物が横方向に移動し難くなり、エッジ焼き付きが発生し
難くなって行くと考えられる。
【００４０】
　そこで、本実施の形態では、図１（ａ）に示すように、対向電極１３と画素電極１２と
の間の画素Ｐに印加される同一階調に対する実効電圧が、正極と負極とでは非対称の値と
なるようにしている。具体的には、対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ａとして、従来よりも正極側
に０．３Ｖシフトしている。これにより、少なくとも負極側では－０．８Ｖとなる。この
結果、画素Ｐに印加される電圧が上がることによって、セル厚方向の電界が強くなるため
、エッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００４１】
　ここで、上記シフト量０．３Ｖの根拠を図４に基づいて説明する。図４は、最も低電圧
である０階調での対向電極電圧の最適値からズレ量に対するエッジ焼き付き発生時間を示
している。なお、エッジ焼き付き発生時間とは、エッジ焼き付きを目視により確認できる
までに要する時間をいう。同図から、シフト量０．３Ｖ以上とすることによって、エッジ
焼き付き発生時間が長くなっていることが分かる。すなわち、シフト量０．３Ｖ以上にお
いて、エッジ焼き付き発生に効果があることが分かる。したがって、エッジ焼き付きを解
消するためには、輝度が最小となる場合、すなわち本実施の形態では±０．５Ｖの場合に
、対向電極電圧を対向電極電圧Ｖｃｏｍの最適値から、０．３Ｖ以上ずらすことが必要で
ある。つまり、最も低電圧である０階調の場合に、０．８Ｖ以上の実効電圧を画素Ｐに印
加する必要がある。
【００４２】
　ところが、従来の構成では、上述のように、画素に印加される実効電圧が、正極と負極
とで同じ値であり、対向電極電圧を中心として対称の値となっている。そのため、エッジ
焼き付きが顕著に生じる低階調、特に画素に印加される実効電圧が±０．８Ｖ未満の場合
においては、正極及び負極において対称に０．８Ｖを確保することができない。なお、画
素に印加される実効電圧が±０．８Ｖ以上となる階調においては、正極と負極とで０．８
Ｖ以上の電圧を画素に印加することができるため、エッジ焼き付きは、軽微で問題とはな
らない。しかしながら、正極と負極とで０．８Ｖ以上の電圧を画素に印加する構成では、
コントラストの低下が大きくなり好ましくない。そのため、正極および負極のいずれかに
おいて０．８Ｖ以上とすることが、コントラストの低下を防ぐ上で好ましい。
【００４３】
　そこで、エッジ焼き付きが生じる低階調においては、画素に印加される実効電圧が０．
８Ｖ以上となるように、対向電極電圧又はソース電圧を、対向電極電圧Ｖｃｏｍの最適値
からずらす構成が有効となる。具体的には、少なくとも最小輝度（０階調）において０．
３Ｖずらすことにより、０階調以外の低階調においても、正極又は負極のいずれかにおい
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て０．８Ｖ以上の実効電圧を画素に印加することができるようになる。そのため、従来生
じているエッジ焼き付きの問題を解消することができる。
【００４４】
　このように、本実施の形態では、対向電極電圧Ｖｃｏｍの最適値からのシフト量を０．
３Ｖとしている。シフト方向は、正極方向及び負極方向のいずれも同様な効果が得られて
おり、どちらかの極性方向に限定されるものではない。なお、図１、及び後述する図７～
図１１は、最適対向電圧を正極方向にシフトさせた場合である。
【００４５】
　また、対向電極電圧Ｖｃｏｍの最適値からのシフト量は、最大でも、シフト量２．０Ｖ
以下とすることが好ましい。これよりも大きいと、コントラストの低下及びフリッカの増
大を招くためである。
【００４６】
　また、本実施の形態では、図１（ｂ）に示すように、対向電極電圧Ｖｃｏｍを、画素Ｐ
に印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧（最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ）
よりも正極側に０．３Ｖずらしている。すなわち、画素Ｐに印加される同一階調に対する
実効電圧において、画素Ｐに印加される負極の実効電圧が画素Ｐに印加される正極の実効
電圧よりも高くなるように、対向電極電圧Ｖｃｏｍを、画素Ｐに印加される実効電圧が正
極と負極とで対称となる電圧よりも正極側に０．３Ｖ以上ずらしている。
【００４７】
　ここで、対向電極１３の最適電圧の求め方について説明する。例えば、明るい階調では
、フリッカパターンを表示させることによって、対向電極１３の最適電圧、つまりフリッ
カの最小となる電圧を調べることができる。しかし、ノーマリブラックにおいて０階調で
ある黒表示の場合、対向電極１３の電圧が最適値からずれていたとしても、フリッカが正
確に観測できない。そこで、この場合には、例えば、図５に示すように、黒輝度の変化か
ら対向電極１３の最適電圧値を求める。図５の例では、５．９Ｖで黒輝度が最小値を取る
ので、現在の０階調のソース電圧での対向電極１３の最適電圧は、５．９Ｖとなることが
分かる。なお、０階調のソース電圧Ｖｓをシフトさせると、それに伴い対向電極１３の最
適電圧もシフトする。
【００４８】
　次に、画素Ｐに印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも正極側に０
．３Ｖずらす方法について、図６に基づいて説明する。図６はソース信号発生部４におけ
るラダー抵抗４ｅを示している。
【００４９】
　このラダー抵抗４ｅは、印加電圧ＶＨ０～ＶＨ２５５が正極側用の印加電圧であり、印
加電圧ＶＬ０～ＶＬ２５５が負極側用の印加電圧となっている。本実施の形態では、Ｒト
ータルの全抵抗値を変えずに、印加電圧ＶＨ０～ＶＨ６３、及び印加電圧ＶＬ０～ＶＬ６
３の抵抗（同図における○領域の抵抗）を調整することにより、低電圧側でのみ非対称な
電圧が印加されるようになる。すなわち、この例では、実効電圧制御部としてのソース信
号発生部４のラダー抵抗４ｅにて非対称なソース電圧が印加されるようになる。なお、非
対称な電圧印加は、必ずしもこれに限らず、対向電極電圧Ｖｃｏｍを独立して例えば７．
５Ｖに設定可能となっている。この設定は、実効電圧制御部としての対向電極電圧(Ｖｃ
ｏｍ)生成回路５にて、切替スイッチを使用して切り替えることやずらすことにより行う
ことができる。
【００５０】
　なお、本実施の形態では、階調は０～２５５としているが、本発明ではこの階調数には
限らない。
【００５１】
　また、上述した説明では、図１（ｂ）に示すように、全ての階調において、対向電極電
圧Ｖｃｏｍ－Ａを、画素Ｐに印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも
正極側に０．３Ｖずらしている。
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【００５２】
　これにより、例えばノーマリブラックモードにおける黒表示において画素Ｐに印加され
る電圧が従来よりも高くなるので、セル厚（縦）方向の電界が強くなる。この結果、液晶
表示パネル１内に存在する不純物が横方向に移動するのを防止できるので、エッジ焼き付
きが発生し難くなる。なお、ノーマリホワイトの場合には、白表示において、画素に印加
される電圧が従来よりも高くなるので、ノーマリブラックの場合と同様、エッジ焼き付き
が発生し難くなる。このように、本実施の形態によれば、ノーマリブラック及びノーマリ
ホワイトの両モードにおいて、エッジ焼き付きを抑えることが可能となる。以下では、説
明の便宜上、主にノーマリブラックの場合を例に挙げて説明する。
【００５３】
　また、エッジ焼き付きが発生し難くなるシフト量は、実験によると、０．３Ｖ以上であ
った。したがって、本実施の形態では、対向電極電圧Ｖｃｏｍ又はソース電圧Ｖｓを、画
素Ｐに印加される実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以上ずらすこ
とによって、確実にエッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００５４】
　なお、本発明においては、必ずしもこれに限らず、例えば、図７（ａ）に示すように、
最大実効電圧の半分よりも小さい第１設定実効電圧値Ｖ１、具体的には±０．８Ｖよりも
高電圧側においても対向電極１３と画素電極１２との間の画素Ｐに印加される同一階調に
対する実効電圧を、正極と負極とでは非対称の値となるように駆動すると共に、第１設定
実効電圧値Ｖ１よりも高電圧側では、非対称性を小さくなるように各階調のソース電圧を
調整することができる。すなわち、対向電極電圧Ｖｃｏｍの設定は従来と同値であるが、
ソース電圧を調整した結果、図７（ａ）に示す最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｂに変化さ
せることが可能である。なお、同図において縦軸は、最適な対向電極電圧、つまりフリッ
カが最小、又は輝度が極小値もしくは極大値となる対向電極電圧を示している。
【００５５】
　すなわち、エッジ焼き付きが発生するのは、実効電圧が低い領域である。したがって、
第１設定実効電圧値Ｖ１よりも高電圧側では、非対称性を小さくすることによって、階調
と実効電圧との関係を従来と同じ関係、すなわち実効電圧が正極と負極とで対称の値とな
る関係に近づけることができる。
【００５６】
　なお、この場合、図７（ｂ）に示すように、低電圧側のずれが大きく、かつ高低電圧側
でもずれている構成の最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｂ‘に変化させることも可能である
。
【００５７】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、例えば、図８（ａ）に示すように、対向電極
１３と画素電極１２との間の画素Ｐに印加される同一階調に対する実効電圧を、画素Ｐに
印加される実効電圧が最も低くなる階調値において正極と負極とでは０．３Ｖ以上の非対
称に設定して駆動すると共に、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値に
なるに伴って非対称性を小さくなるように各階調のソース電圧を調整することができる。
すなわち、対向電極電圧Ｖｃｏｍの設定は従来と同値であるが、ソース電圧を調整した結
果、図８（ａ）に示す最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｃに変化させることが可能である。
なお、同図（ａ）において縦軸は、最適な対向電極電圧、つまりフリッカが最小、又は輝
度が極小値もしくは極大値となる対向電極電圧を示している。
【００５８】
　なお、この場合、図８（ｂ）に示すように、低電圧側のずれが大きく、かつ高低電圧側
でもずれている構成の最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｃ‘に変化させることも可能である
。
【００５９】
　なお、これらの構成は、例えば、所定のソース電圧を調整することによって行うことが
できる。具体的には、例えば、複数の階調電圧を制御・調整可能なソース電圧にて行うこ
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とができる。
【００６０】
　これにより、例えばノーマリブラックモードにおける黒表示において画素Ｐに印加され
る電圧が非対称となり、片方の極性では従来よりも高くなるので、セル厚（縦）方向の電
界が強くなる。この結果、表示パネル内に存在する不純物が横方向に移動するのを防止で
きるので、エッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００６１】
　また、この構成では、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の階調値になるに
伴って非対称性を小さくする。これによって、階調と実効電圧との関係を従来と同じ関係
、すなわち実効電圧が正極と負極とで対称の値となる関係に近づけることができる。
【００６２】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、例えば、図９（ａ）に示すように、実効電圧
が最も低くなる階調値よりも高電圧側の第２設定実効電圧値Ｖ２、具体的には±０．８Ｖ
に向けて非対称性を小さくなるように各階調のソース電圧を調整することができる。すな
わち、対向電極電圧Ｖｃｏｍの設定は従来と同値であるが、ソース電圧を調整した結果、
図９（ａ）に示す最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｄに変化させることが可能である。なお
、同図において縦軸は、最適な対向電極電圧、つまりフリッカが最小、又は輝度が極小値
もしくは極大値となる対向電極電圧を示している。
【００６３】
　なお、この場合、図９（ｂ）に示すように、低電圧側のずれが大きく、かつ高低電圧側
でもずれている構成の最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｄ‘に変化させることも可能である
。
【００６４】
　これにより、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の第２設定実効電圧値Ｖ２
までは、非対称性が次第に小さくなる。したがって、非対称性が保たれる第２設定実効電
圧値Ｖ２までは、液晶表示パネル１内に存在する不純物が横方向に移動するのを防止でき
、エッジ焼き付きの発生を回避できる。
【００６５】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、例えば、図１０（ａ）に示すように、第２設
定実効電圧値Ｖ２よりも高電圧側でありかつ最大実効電圧の半分よりも大きい第３設定実
効電圧値Ｖ３から最大実効電圧値になるに伴って、上記画素に印加される実効電圧が正極
と負極とで非対称が大きくなるようにすることが可能である。すなわち、対向電極電圧Ｖ
ｃｏｍの設定は従来と同値であるが、ソース電圧を調整した結果、図１０（ａ）に示す最
適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｅに変化させることが可能である。なお、同図において縦軸
は、最適な対向電極電圧、つまりフリッカが最小、又は輝度が極大値となる対向電極電圧
を示している。
【００６６】
　なお、この場合、図１０（ｂ）に示すように、図１０（ａ）を平行移動して全体的にず
れている構成の最適な対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｅ‘に変化させることも可能である。
【００６７】
　これにより、フリッカが視認され難い、第１設定実効電圧値Ｖ２以下の低電圧側と第３
設定実効電圧値Ｖ３よりも高電圧側との両方において、面焼き付きを防止することができ
る。
【００６８】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、例えば、図１１に示すように、第２設定実効
電圧値Ｖ２よりも高電圧側の第４設定実効電圧値Ｖ４では、対称軸を逆極性側にシフトし
た状態で画素Ｐに印加される実効電圧が正極と負極とで非対称としていると共に、第４設
定実効電圧値Ｖ４よりも高電圧側では非対称性を小さくすることができる。
【００６９】
　これにより、実効電圧を正極と負極とで非対称とするときに、一度、対称軸を逆極性側
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にシフトさせる。したがって、対称軸が同一の逆極性側に存在するのに比べて、フリッカ
の発生を防止することができる。
【００７０】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、例えば、図１（ａ）及び図１（ｂ）に示すよ
うに、ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度５％以下又は透過率の５％
以下となる実効電圧の範囲において画素Ｐに印加される実効電圧を非対称にしている一方
、ノーマリホワイトモードの場合においては、白表示輝度約９５％以上又は透過率の約９
５％以上となる実効電圧の範囲において、画素Ｐに印加される実効電圧を非対称にしてい
ることが好ましい。
【００７１】
　すなわち、ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度約５％以下又は透過
率の約５％以下となる実効電圧の範囲において画素Ｐに印加される実効電圧を非対称にす
る。一方、ノーマリホワイトモードの場合においては、白表示輝度約９５％以上又は透過
率の約９５％以上となる実効電圧の範囲において、画素Ｐに印加される実効電圧を非対称
にする。
【００７２】
　すなわち、これらの範囲は、画素Ｐに印加される実効電圧が低い範囲であり、これによ
り、定形パターンを長時間表示した後に中間調に表示を切り替えたときに発生するエッジ
焼き付きを解消し得る液晶表示装置を提供することができる。
【００７３】
　ここで、ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度約５％以下又は透過率
の約５％以下というのは、目視で評価した結果、フリッカが略視認され難いというレベル
である。なお、白表示輝度約２％以下又は透過率の約２％以下とするのがさらに望ましい
。
【００７４】
　一方、ノーマリホワイトモードの場合においても、白表示輝度約９５％以上又は透過率
の約９５％以上というのは、目視で評価した結果、フリッカが略視認され難いというレベ
ルである。なお、白表示輝度約９８％以上又は透過率の約９８％以上とするのがさらに望
ましい。
【００７５】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、図１２に示すように、対向電極電圧(Ｖｃｏ
ｍ)生成回路５は、画素Ｐに印加される実効電圧が０．３Ｖ以上の非対称領域においては
、正極と負極との交互の極性反転駆動に代えて、同極性のみの駆動となるようにすること
ができる。
【００７６】
　すなわち、対向電極電圧Ｖｃｏｍのズレが大きくなると、同極性のみの電圧印加となる
ことも可能である。
【００７７】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように
、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５は、対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｇ・Ｖｃｏｍ－Ｇ‘を
、画素Ｐに印加される実効電圧が対称となる電圧値を中心に、複数フレーム又は複数フイ
ールド毎に、一部若しくは全ての画素電圧領域において、正極側へと負極側へと交互に０
．３Ｖ以上ずれる設定とすることができる。
【００７８】
　一般的に、対向電極電圧が同極性に長時間ずれている場合、面焼き付きが悪化する。こ
の点、上記の構成では、交互にズレ極性を変えているため、面焼き付きを防止することが
できる。
【００７９】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように
、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５は、対向電極電圧Ｖｃｏｍ－Ｇ・Ｖｃｏｍ－Ｇ‘を
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、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、正極側へのシフトと負極側へ
のシフトとを一定の周期で交互に切り替えることができる。
【００８０】
　これにより、交互にズレ極性を変える方法として、一定の周期で交互に切り替えるので
、簡易な回路にて行うことができる。
【００８１】
　また、上述の例では、対向電極電圧Ｖｃｏｍを切り替えたが、必ずしもこれに限らず、
例えば、図１４（ａ）及び図１４（ｂ）に示すように、ソース信号発生部４はソース電圧
Ｖｓを正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、正極側へのシフトと負極
側へのシフトとを一定の周期で交互に切り替えることができる。
【００８２】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、図１３（ａ）、図１３（ｂ）、図１４（ａ）
及び図１４（ｂ）に示すように、例えば、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５は、対向電
極電圧Ｖｃｏｍ－Ｇ・Ｖｃｏｍ－Ｇ‘等を、正極と負極とで非対称の値となるように駆動
するときに、液晶表示パネルへの電源投入時に合わせて、正極側へのシフトと負極側への
シフトとをランダム又は交互に切り替えることができる。
【００８３】
　これにより、交互にズレ極性を変える方法として、液晶表示パネル１への電源投入時に
合わせて、正極側へのシフトと負極側へのシフトとをランダム又は交互に切り替えるので
、簡便な回路にて行うことが可能である。また、電源投入時に合わせて切り替えることは
、切り替え頻度として妥当と思われる。
【００８４】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５は、対向
電極電圧Ｖｃｏｍを正極側へのシフトと負極側へのシフトとに交互に切り替えるときには
、全面黒表示、全面白表示又は全面グレー表示のいずれかにした後に行うことが好ましい
。
【００８５】
　すなわち、動画表示も含めた通常表示では、極性切り替え時に表示不具合が懸念される
ので、赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の単色も含めた、全面黒表示、全面白表示、全面グ
レー表示、又は静止画のいずれかの表示中に行うのがよい。
【００８６】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５は、対向
電極電圧Ｖｃｏｍを、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、約１時間
～１０日間の周期で、正極側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替えることが
できる。
【００８７】
　すなわち、切り替え時間が短いとエッジ焼き付きへの効果が少ない。逆に、切り替え時
間が長すぎると面焼き付きが懸念される。
【００８８】
　したがって、交互にズレ極性を変える方法として、約１時間～１０日間の周期で、正極
側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替えるのがよい。
【００８９】
　また、本実施の形態の液晶表示装置では、対向電極電圧(Ｖｃｏｍ)生成回路５又はソー
ス信号発生部４は、液晶表示パネル１の画素電極基板７と対向基板８との１対の基板間に
おける画素Ｐ内の液晶１４に電圧を印加することが好ましい。
【００９０】
　これにより、一般的な画素電極基板７と対向基板８とを備えた液晶表示パネル１を有す
る液晶表示装置に対して、定形パターンを長時間表示した後に中間調に表示を切り替えた
ときに発生するエッジ焼き付きを解消し得る液晶表示装置を提供することができる。
【００９１】
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　以上のように、本発明の液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記画素に印加さ
れる同一階調に対する実効電圧において、上記画素に印加される負極の実効電圧が上記画
素に印加される正極の実効電圧よりも高くなるように、前記対向電極電圧を、上記画素に
印加される同一階調に対する実効電圧が正極と負極とで対称となる電圧よりも０．３Ｖ以
上正極側にずらしている。
【００９２】
　実験によると、対向電極電圧を、画素に印加される同一階調に対する負極の実効電圧が
正極の実効電圧よりも高くなるように設定した方が、焼き付きに対する効果が大きいこと
が分かった。これは、プラスに帯電した不純物などのプラスイオンがパネル内に多く存在
し、このプラスイオンがＴＦＴ基板に固定され易いためであると考えられる。
【００９３】
　したがって、画素に印加される同一階調に対する実効電圧において、上記画素に印加さ
れる負極の実効電圧が上記画素に印加される正極の実効電圧よりも高くなるように、例え
ば対向電極電圧を上記対称となる電圧よりも正極側に０．３Ｖ以上ずらすことによって、
確実にエッジ焼き付きが発生し難くなる。
【００９４】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記第１設定実効電圧値よりも
高電圧側においても対向電極と画素電極との間の画素に印加される同一階調に対する実効
電圧を、正極と負極とでは非対称の値となるように駆動すると共に、前記第１設定実効電
圧値よりも高電圧側では、非対称性を小さくしている構成であってもよい。
【００９５】
　すなわち、エッジ焼き付きが発生するのは、実効電圧が低い領域である。したがって、
第１設定実効電圧値よりも高電圧側では、非対称性を小さくすることによって、階調と実
効電圧との関係を従来と同じ関係に近づけることができる。
【００９６】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記実効電圧が最も低くなる階
調値よりも高電圧側の第２設定実効電圧値に向けて非対称性を小さくしている構成であっ
てもよい。
【００９７】
　これにより、実効電圧が最も低くなる階調値よりも高電圧側の第２設定実効電圧値まで
は、非対称性が次第に小さくなる。したがって、非対称性が保たれる第２設定実効電圧値
までは、表示パネル内に存在する不純物が横方向に移動するのを防止でき、エッジ焼き付
きの発生を回避できる。
【００９８】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも
高電圧側では、上記画素に印加される実効電圧が正極と負極とで対称となるような構成で
あってもよい。
【００９９】
　これにより、第２設定実効電圧値よりも高電圧側では、階調と実効電圧との関係を従来
と同じ関係にすることができる。
【０１００】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも
高電圧側でありかつ最大実効電圧の半分よりも大きい第３設定実効電圧値から最大実効電
圧値まで、上記画素に印加される実効電圧が正極と負極とで非対称が大きくなるような構
成であってもよい。
【０１０１】
　これにより、フリッカが視認され難い、第１設定実効電圧値以下の低電圧側と第３設定
実効電圧値よりも高電圧側との両方において、面焼付きを防止することができる。
【０１０２】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記第２設定実効電圧値よりも
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高電圧側の第４設定実効電圧値では、対称軸を逆極性側にシフトした状態で上記画素に印
加される実効電圧が正極と負極とで非対称としていると共に、上記第４設定実効電圧値よ
りも高電圧側では非対称性を小さくしている構成であってもよい。
【０１０３】
　これにより、実効電圧を正極と負極とで非対称とするときに、一度、対称軸を逆極性側
にシフトさせる。これにより、対称軸が同一の逆極性側に存在するのに比べて、面焼き付
きの発生を防止することができる。
【０１０４】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、ノーマリブラックモードの場合
においては、白表示輝度約５％以下又は透過率の約５％以下となる実効電圧の範囲におい
て画素に印加される実効電圧を非対称にしている一方、ノーマリホワイトモードの場合に
おいては、白表示輝度約９５％以上又は透過率の約９５％以上となる実効電圧の範囲にお
いて、画素に印加される実効電圧を非対称にしている構成であってもよい。
【０１０５】
　すなわち、ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度約５％以下又は透過
率の約５％以下となる実効電圧の範囲において画素に印加される実効電圧を非対称にして
いる。一方、ノーマリホワイトモードの場合においては、白表示輝度約９５％以上又は透
過率の約９５％以上となる実効電圧の範囲において、画素に印加される実効電圧を非対称
にしている。
【０１０６】
　これらの範囲は、画素に印加される実効電圧が低い範囲であり、定形パターンを長時間
表示した後に中間調に表示を切り替えたときに発生するエッジ焼き付きを解消し得る液晶
表示装置を提供することができる。
【０１０７】
　ここで、ノーマリブラックモードの場合においては、白表示輝度約５％以下又は透過率
の約５％以下というのは、目視で評価した結果、フリッカが略視認され難いというレベル
である。なお、白表示輝度約２％以下又は透過率の約２％以下とするのがさらに望ましい
。
【０１０８】
　一方、ノーマリホワイトモードの場合において、白表示輝度約９５％以上又は透過率の
約９５％以上というのは、エッジ焼き付きが最も発生し易い低電圧側では、電圧に対する
輝度の変化にてフリッカが視認され難いためである。なお、白表示輝度約９８％以上又は
透過率の約９８％以上とするのがさらに望ましい。
【０１０９】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、前記画素に印加される実効電圧
が非対称領域においては、正極と負極との交互の極性反転駆動に代えて、一部の画素電圧
領域では、同極性のみの駆動となるような構成であってもよい。
【０１１０】
　すなわち、対向電極電圧又はソース電圧のズレが大きくなると、同極性のみの電圧印加
となることも可能である。
【０１１１】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を
、画素に印加される実効電圧が対称となる電圧値を中心に、複数フレーム又は複数フイー
ルド毎に、一部の画素電圧領域において、正極側へと負極側へと交互に０．３Ｖ以上ずれ
る(シフトする)設定としてもよい。
【０１１２】
　これにより、交互にズレ極性を変えることによって、面焼き付きを防止することができ
る。
【０１１３】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を
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、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、正極側へのシフトと負極側へ
のシフトとを一定の周期で交互に切り替える構成であってもよい。
【０１１４】
　これにより、交互にズレ極性を変える方法として、一定の周期で交互に切り替えるので
、簡易な回路にて行うことができる。
【０１１５】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を
、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、液晶表示パネルへの電源投入
時に合わせて、正極側へのシフトと負極側へのシフトとをランダム又は交互に切り替える
構成であってもよい。
【０１１６】
　これにより、交互にズレ極性を変える方法として、液晶表示パネルへの電源投入時に合
わせて、正極側へのシフトと負極側へのシフトとをランダム又は交互に切り替えるので、
簡便な回路にて行うことが可能である。また、電源投入時に合わせて切り替えることは、
切り替え頻度として妥当と思われる。
【０１１７】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を
正極側へのシフトと負極側へのシフトとに交互に切り替えるときには、赤（Ｒ）・緑（Ｇ
）・青（Ｂ）の単色も含めた全面黒表示、全面白表示、全面グレー表示、又は静止画のい
ずれかの表示中に行う構成であってもよい。
【０１１８】
　すなわち、動画表示も含めた通常表示では、極性切り替え時に表示不具合が懸念される
ので、対向電極電圧又はソース電圧を正極側へのシフトと負極側へのシフトとに交互に切
り替えるときには、赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の単色も含めた全面黒表示、全面白表
示、全面グレー表示、又は静止画のいずれかの表示中に行うのがよい。
【０１１９】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、対向電極電圧又はソース電圧を
、正極と負極とで非対称の値となるように駆動するときに、約１時間～１０日間の周期で
、正極側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替える構成であってもよい。
【０１２０】
　すなわち、切り替え時間が短いとエッジ焼き付きへの効果が少ない。逆に、切り替え時
間が長すぎると面焼き付きが懸念される。
【０１２１】
　したがって、交互にズレ極性を変える方法として、約１時間～１０日間の周期で、正極
側へのシフトと負極側へのシフトとを交互に切り替えるのがよい。
【０１２２】
　また、上記液晶表示装置では、前記実効電圧制御部は、液晶表示パネルの画素電極基板
と対向基板との１対の基板間における画素内の液晶に電圧を印加する構成であってもよい
。
【０１２３】
　これにより、一般的な画素電極基板と対向基板とを備えた液晶表示パネルを有する液晶
表示装置に対して、定形パターンを長時間表示した後に中間調に表示を切り替えたときに
発生するエッジ焼き付きを解消し得る液晶表示装置を提供することができる。
【０１２４】
　発明の詳細な説明の項においてなされた具体的な実施態様または実施例は、あくまでも
、本発明の技術内容を明らかにするものであって、そのような具体例にのみ限定して狭義
に解釈されるべきものではなく、本発明の精神と次に記載する特許請求事項との範囲内で
、いろいろと変更して実施することができるものである。
【産業上の利用の可能性】
【０１２５】
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　本発明は、対向電極と画素電極との間の画素への印加電圧が正極と負極とに交互に極性
反転駆動される例えばＶＡ又はＴＮタイプの液晶表示装置及びその駆動方法に適用できる
。
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